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前 書 き

本書は、2003年3月15日・16日に国立民族学博物館で開催された「日本におけるリサーチ・

ライティンブー文化的、個人的、実践的な視点から一」に関する会議の成果の一部である。

開催にあたり、わずか1、2ヶ月間の準備しかなかったにもかかわらず、多くの人びとが快

く参加してくれたという事実こそ瓜このテーマに対する関心の高さを示していたのかもし

れない。日本各地から20名が参加し、それ以外にも関西地域から10余名の参加があった。参

加者は、営利出版、非営利出版、編集、翻訳、海外に拠点をおく語学サービス各社に勤務す

る者のほか、大学院生と研究者などであった。その多くは日本で働き、いずれかのかたちで

研究論文の作成にかかわりをもつ外国人であったが、少なからぬ日本人学生や研究者、それ

以外の立場の日本人の参加もあった。

 このような多彩な背景をもつ人びとが集まったことをみて、本会議を緊急会議とうけとめ

る方がおられるかもしれない。たしかに、現在の日本の学術環境には、ある種の切迫感が存

在するのも事実である。現在、国公私立を問わず、学術機関はすべて人口構造の変化、経済

的変化、政治的変化に直面しているが、そのほとんどは自分たちの手には負えない問題であ

る。もちろん、この現状を率直にうけとめるとともに、道義上の責務としても、研究者たち

は、みずからの研究成果をひろく伝達する方策を模索しなければならない。このことは、よ

り多くの研究者が、出版物や電子メディア、講義などで、自分の研究成果を発表するという

ことに、これまで以上の注意を払うようになることを予見していよう。

日本情報ネットワーク（ht‡p：／伍njcic．orjp／stat／stats／16EDU29．htm1、インターネット、

2003年12月5日）によると、2003年度には、総計702校の国公私立大学が存在していた。くわ

えて、日本には、あまたの独立した研究機関および企業内研究機関も存在している。このよ

うに日本では、無数の異なる学問領域あるいは細分化された分野、・組織で研究がおこなわれ

ている。そして、ほとんどの研究結果は日本語で発表されているが、なかには英語やその他

の言語が用いられることもある。その結果、研究論文の作成について、言語運用に関するき

わめて多様な課題が生じることとなる。

 たとえ研究の公開または一般利用が意図されていなくとも、研究結果が適切に文書化され、

発表されるか否かは問題である。民間企業における研究費が大学や独立した研究機関の研究

費より、はるかに高額であることを鑑みると、ことの重大さがあきらかとなるであろう。た

とえば1998年には、民間企業の研究費は1眺8千億円であったが、これは国の研究費総額の

67パーセントにあたり、総合大学、単科大学、独立研究機関のすべてが研究に費やした5兆

3千億円（国の研究費総額の33パーセント）の2倍強である（文部科学省の科学に関する統

計、wwwmext．gojp／、インターネット、2003年9月12日を参照のこと）。

 本会議の主要な目的は、研究結果を伝えるためのもっとも重要な手段としての文書作成行

為じたい（リサーチ・ライティング）に焦点をあてることにあった。この一見当たり前に思

われる問題関心は、日本では（諸外国においても、おそらく同様に）、いかに研究を向上させ

ていくのか、との議論から落ちてきたように思われる。199（輝代初頭以降、たしかに日本政

府は、研究の評価方法の開発とともに、いかに研究じたいの向上を図るかについて考察を続
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けてきてお味個人や組織の自己評価と第3者評価の新たなシステムも導入されつつある。

その一環として、公開済みの研究成果の収集と普及をおこなうシステムの改良にも注意が払

われてきた（文部科学省、白書データベース、www．mext．gojp／、インターネット、2003年

9月11日を参照のこと）。しかし、このような学術政策の概略報告には、リサーチ・ライティ

ングの質に注目しているとみられる形跡はない。これは、たんに報告書から省略されただけ

であるかもしれないし、また政策担当者が高品質の研究であるならば自動的に良質な文章に

しあがると推測し、自分たちは研究自体の晶質管理にさえ関与すれば良いと考えているから

かもしれない。しかし、学術論文のピンからキリまで熟知している者にとっては、良質な著

述は非常に不明瞭で難解な研究テーマさえも読んで愉しいものにし、稚拙な著述は優れた研

究さえも理解できないものにしてしまうことが明らかなのである。また、良い著述は研究の

稚拙さをある程度隠すことができるが、これはここでわたしたちが議論したい目標ではない。

もちろん、最終的には、良質の研究や著述のための責任は政策担当者ではなく研究者自身に

ある。

本書のなかで、読者は、日本における学術論文の執筆、編集、翻訳、出版といった各界の現

状について、多くの実践的な助言をえることとなろう（赤嶺、Flint、 Goel、原・福野、小林、

McCreery、 Riggs and Mu∬ay、大貝、武田、 Weisburd）。また、調査・研究言語としての

英語と日本語をいかに学術出版で用いるのかといった使用言語の役割と、その問題の歴史に

ついての所見もえられるであろう（赤嶺、Bradfbrd、 Eades、小林、小谷、武田、 Temese、

Yakai）。さらに、日本人研究者にとって、 SWET（著述家・編集者・翻訳者協会）について

のRiggsとWilkinsonの論説は、日本で利用可能な専門的語学サービスの多様性に関する有

益な手引きとなろう。

 本書は、学界、評論、および科学について著述をおこなう人たちが直面している問題につ

いて、異なる見方を示す3篇の論説（第1部：Eade鼠Isherwood、 Weisburd）を最初に掲

載している。第2部では、さまざまな状況で、研究成果の執筆と出版に関わっている研究者

個人の体験と個人的な見解が示される。第3部では、日本における専門的な語学サービス産

業について、2名の新進気鋭な著者による論考につづけて、経験豊富な執筆者たちによる論

文が紹介される。第4部は、2本の論説一リサーチ・ライティングの社会的文化的背景につ

いての論考（Matthews）、および、文化要因がいかに研究論文の作成と翻訳に影響するか、

日本の教育改革が将来的にこの国の研究活動にどのような影響を与えるのかに関してのより

整然とした全体像の論考（Goodman）によって締めくくられる。本書は日本内外の読者を想

定しており、各論文の表題と要約には日本語、英語を併用した。

 「日本における研究論文の作成についての2003年会議」は、大学院生、研究者、出版社、語

学サービスの専門家などの広範な参加をえ、研究論文の作成行為について、ひろく考察する

日本初の機会となった。そして参加者たちの間で、この種の問題に関連する会議を、今後も

継続的に開くことができれば有益である、との合意にいたった。それらの、一連の会議を通

じて、初回となる本会議および本書で取り上げられていないテーマや言語問題について探求

することが、可能になるはずである。なお、会議ウェブサイト（www．researchcoop．net／

confbrence．htmlを参照）は、現在、2003年会議の公開記録および当会議におけるコミュニ

ケーションのためのフォーラムを提供するために、また将来の会議についての問い合わせを
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奨励するように整備されている。本書の編集者に電子メールや郵便で直接連絡をとることも

可能である。

 最後に、会議の開催および本書の取りまとめについて、励ましと御支援をいただけたこと

に対し、長野泰彦教授をはじめ国立民族学博物館の研究者の方がたに謝意を表したい。

SWETのメンバーの方がたの参加とアドバイスに感謝している。また、 Convention

Linkage（大阪）が準備してくれた優秀な通訳、当会議のアシスタント諸氏（宮崎純子、小川

真智子、楊井伸子）、ならびに国立民族学博物館編集部のスタッフの方がたにも、謝意を表し

たい。また、わたしたち編集者は、本出版物の作成中に当方からの幾多の要請について、積

極的に対応してくれた関係者すべてに感謝の意を表する次第である。

Peter J． Matthews・赤嶺淳
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Conference Schedule

The present volume is largely based on presentations given at a two-day conference

of the same name: `Research Writing in Japan: Cultural, Personal, and Practical

Perspectives' (15 -16th March, 2003, National Museum of Ethnology, Osaka). The

original conference schedule and session themes are recorded below.

DAY1

Opening remarks and welcome: Peter Matthews (National Museum of Ethnology)

Keynote speech: Jerry Eades (Ritsumeikan Asia Pacific University): "On Academic

Modes of Production."

SESSION ONE: A Research Bottleneck?
So much to write about, but too little time to write? For many researchers, writing is

the most time-consuming part of their research life. Writing is the bottle-neck

between the doing and publication of research, yet how much of the research budget

is allocated to this part of the process? How can peers, supervisors, editors, and

translators help? How can researchers make better use of the writing services that

are available? How can students and young researchers become good research

writers?

Discussants: Abhishek Goel (Cactus Communications) and Pat Murray (Center fbr

Intercultural Communication).

First: Reiko Hara and Akiko Fukuno (Hachiro YUasa Memorial Museum,
International Christian University) "Publishing activities at the Hachiro YUasa

Memorial Museum, ICU."

Secend: Richard Weisburd (University of Tsukuba): "Research writing in Japan

today and what we can do to improve it."

Third: Toshiko Takeda, with Michiel Kolman and Zeger Karssen (Elsevier Japan)

"Editorial services at an international publisher, and interactions with Japanese

researchers"

Fourth: Lynne E. Riggs (Translator and Editor, Center fbr Intercultural

Communication, Tokyo, and Managing Editor, Mbnumenta AXimponica, and
Representative, Society of Writers, Editors, and Translators): "The Need
fbr Advanced Guidelines fbr Successful Publication."

SESSION TWO: Publish AND Perish?
The phrase "Publish or perish" is overused. Are there too many papers for too few

readers? Research graduates in Japan today can no longer depend so much on
personal connections to find work, so there is more pressure to publish. Publishing
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quantity does not guarantee work or funding; nor does publishing quality. Hence the

title, "Publish AND Perish?" For ethical reasons, priority should be given to writing

as if readers matter, and more effort is needed to reach readers. Fewer papers and

more readers might be a good aim.

Discussants: Richard Sadowsky (Society of Writers, Editors and Translators), and

Keith Wilkinson (Japan Association of Translators).

                                                  '
First: Dr John McCreery (The Wbrd Wbrks) "Publish and Perish: Consider the

Second: Christopher Isherwood (University of Tokyo): "Can standards in literature

(novelistic writing) improve standards in academic writing? (Comments on literary

and academic criticism)."

Third: Paul Flint (Japan Association of Translators) "The work of translators and

the Japan Association of Translators."

DAY 2

SESSION THREE: Praetical experiences in Japan and elsewhere.
How are editing, translation, and writing activities actually supported and carried

out? wnat are the opportunties fbr training, recruitment and publication?

Discussants: Peter Matthews (National Museum of Ethnology), and Sachiko Kotani

(National Museum of Ethnology), Chistopher Isherwood (University of Tokyo).

First: Ybshinari Kobayashi (Engineering Consultant) "Wbrk directions and research

writing styles"

Second: Richard Bradford (Translator) "The work of a Tokyo language-service

company: scope, recruitment, and prospects for development."

Third: Mathew Yakai (Journalist) "Tertiary education in Japan: student experiences

(I)."

Fourth: Edna Temese (Translator) "Tertiary education in Japan: student experiences

(II)."

Fifth: Jun Akamine (Nagoya City University) "Research writing and student
training in Japanese universities."

SESSION FOUR: Summaries and planning

Moderator: Peter Matthews (National Museum of Ethnology). .
All speakers, discussants, and audience members were invited to contribute.
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After opening remarks by Christopher Isherwood， there was a general discussion of

various issues raised during the previous three sessions． We also began planning fbr

publication of the confbrence， and considered priorities fbr a possible fUture

con飴rence on research writing． A computer wi重h internet comection was provided

負）rwebsite demollstrations．

学会名：「日本におけるリサーチ・ライティンブー文化的、個入的、実践的な視点から一」

日時：2003年3月15日（土）・16日（日）

日程・報告

画開会の言葉：Peter MArTHEWS（国立民族学博物館）

基調講演： Jer【y EADES（立命館アジア太平洋大学）

      「理論的生産様式」

セッション1：調査研究の障害？

 書きたいことはたくさんあるのに、時間がなさ過ぎるのでしょうか。多くの研究

者にとって執筆活動は、研究生活のなかでもっとも時間を費やすものです。執筆は

研究活動と出版の問に横たわるネックであるとはいえ、いったいどれほどの予算が、

この作業に割り当てられているのでしょうか。同僚、指導教官、編集者、翻訳者は、

どのような援助ができるのでしょうか。既存の結果サービスをいかに有効利用でき

るのでしょうか。学生や若い研究者たちは、どうずれば良い研究論文の著述者にな

れるのでしょうか。

討論者：Abhishek GOEL（Cachユs Co㎜㎜ications Pvt． Ltd．）

    Pat MURRAY（人文社会学翻訳センター）

1。原礼子 福野明子（国際基督教大学 博物館湯浅八郎記念館）

  「国際基督教大学湯浅八郎記念館における出版活動」

H．Richard WEISBURD（筑波大学）

  「今日の日本におけるリサーチ・ライティングとその改善の仕方」

In．武田敏子Michael KOLMAN Zeger KARSSEN（Elsevier Japan）

  「国際的出版社における編集サービス、そして日本人研究者達とのやりとり」

IV． Lynne E． R．IGGS（人文社会学翻訳センター）

  「出版成功のための進歩した指針の必要性」
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セッション2：出版と消滅

 「出版か消滅か」という言い回しは乱用されすぎています。少ない読者のわりに発

表が多すぎるためでしょうか。今日の日本の大学院生は、仕事を得るために人脈を

頼りすぎることはできず、研究を発表することが求められています。しかし出版物

の量は仕事や予算：を保証しませんし、その質も同様です。ですから、このタイトル

「出版と消滅」なのです。道徳的見地からいえば、読者を重視した著述を優先させる

べきで、読者を動かすためのさらなる努力が必要です。出版された数は少なくとも、

より多くの読者をつかむことが好ましい目標でしょう。

討論者：Richard SADOWSKY（Society of Writers， Editors， and Translators）

    Keith WILKrNSON（日本翻訳者協会）

1．John McCREEY（The Word Works， Ltd．）

  「出版と消滅：選択を考える」

H．Christopher ISHERWOOD（東京大学）

  「文学（小説的著述）の水準は学究的著述の水準を上げることができるのか。

  （文学的、学究的批判に関する評言）」

皿．Paul FLINT（日本翻訳者協会）

  「翻訳者の仕事と日本翻訳者協会」

囮セッション3：日本またはその他の地域における実際的経験

編集・翻訳・執筆作業はいかに援助を受け、、遂行されるものなのか。訓練、募集、

出版の機会とは？

討論者：Peter MATTHEWS小谷幸子（国立民族学博：物館）Christopher ISHERWOOD

（東京大学）

1．小林良生（エンジニアリングコンサルタント）

  「作業の方向性とリサーチ・ライティングの文体」

皿．Richard BRADFORD（翻訳者）

  「東京言語サービス会社の仕事：活動範囲、募集、成長の展望」

m．Mathew YAKAI（ジャーナリスト）

  「日本の第三次教育：生徒の体験（1）」

IV． Edna TEMESE（翻訳者）

  「日本の第三次教育：生徒の体験（H）」

V．赤嶺淳（名古屋市立大学）

  「リサーチ・ライティングと日本の大学における学生の教育」
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セッション4：要約と計画立案

司会者：Peter MArTHEWS（国立民族学博物館）

すべての講演者、討論者、聴衆の参加。

まとめのコメント：Christopher ISHERWOODによる総括講演の後、先の3つのセッ

ションで取り上げられたさまざまな課題について、全般的な討論が行われた。本会

議の講演集の出版が計画がすすんでおり、将来的にリサーチ・ライティングについ

ての会議を開催するさいの優先課題についても熟考された。
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